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取
引
所
取
引
に
お
け
る
相
場
操
縦
に
関
す
る
若
干
の
考
察

　
　
　
－
ア
メ
リ
カ
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
一
〇
条
b
項
を
中
心
と
し
て
－

　
は
じ
め
に

　
第
一
章
判
例
の
展
開

　
第
二
章
判
例
及
び
学
説
の
検
討

　
結
ぴ

　
　
　
は
じ
め
に

　
わ
が
国
の
証
券
取
引
法
一
条
に
よ
れ
ぱ
、
証
券
取
引
法
の
基

本
的
目
的
は
「
国
民
経
済
の
適
切
な
運
営
」
を
確
保
し
、
且
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
投
資
者
の
保
護
」
を
確
保
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
相
場

操
縦
（
冒
竃
冒
邑
き
冒
）
は
市
場
に
お
け
る
価
格
を
歪
め
る
た

め
、
「
投
資
老
」
の
投
資
判
断
を
誤
ら
せ
、
「
国
民
経
済
の
適
切

な
運
営
」
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
市
場
の
イ
ン
テ
ィ

芳
　
　
賀

良

グ
リ
テ
ィ
ー
（
ま
冨
唄
岸
＜
）
を
阻
害
す
る
行
為
で
あ
る
。
従
っ

て
、
相
場
操
縦
は
証
券
取
引
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
べ
き
行

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

為
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
証
券
取
引
法
の
母
法
の
一
つ
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
の
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
（
ω
8
膏
ま
易

向
き
霊
長
①
＞
g
o
h
H
8
f
以
下
、
証
券
取
引
所
法
と
す
る
。
）

に
お
い
て
は
、
一
〇
条
b
項
及
び
同
規
則
一
〇
b
l
五
（
以
下
、

規
則
一
〇
b
l
五
と
す
る
。
）
に
よ
る
相
場
操
縦
規
制
も
行
わ

れ
て
い
る
。
右
の
規
定
に
よ
る
相
場
操
縦
規
制
を
検
討
す
る
こ

と
は
、
類
似
の
規
定
で
あ
る
わ
が
国
の
証
券
取
引
法
一
五
七
条

の
適
用
範
囲
を
探
る
上
で
も
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
証
券
取
引
所
法
一
〇
条
b
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項
に
関
す
る
判
例
を
検
討
し
、

の
本
質
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

取
引
所
取
引
に
よ
る
相
場
操
縦

（
1
）
　
証
券
取
引
法
の
目
的
に
関
す
る
間
題
は
非
常
に
重
要
で
あ

　
る
が
、
本
稿
の
対
象
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

　
　
鈴
木
竹
雄
・
河
本
一
郎
『
証
券
取
引
法
〔
新
版
〕
』
四
一
頁
以

　
　
　
　
下
（
昭
和
五
九
年
）
。

　
　
神
埼
克
郎
『
証
券
取
引
法
〔
新
版
〕
』
三
二
頁
以
下
（
一
九
八

　
　
　
　
七
年
）
。

　
　
上
村
達
男
「
投
資
老
保
護
概
念
の
再
検
討
　
　
自
己
責
任
原

　
　
　
　
則
の
成
立
根
拠
I
」
専
修
法
学
論
集
四
二
号
一
頁

　
　
　
　
以
下
（
一
九
八
五
年
）
。

（
2
）
　
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
相
場
操
縦
規
制
緩
和

論
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
、
ヨ
ω
g
⑦
－
俸
丙
o
蜂

　
臼
δ
ミ
ミ
き
“
卜
s
§
ま
ミ
§
、
§
ミ
曹
ミ
ミ
“
§
、
、
ぎ
き
“

き
§
§
ミ
き
慕
募
～
L
冨
＝
覧
≦
－
．
寄
＜
』
8
（
畠
ε

　
を
参
照
。

　
　
第
一
章
判
例
の
展
開

取
引
行
為
に
よ
る
相
場
操
縦
を
規
制
す
る
規
定
と
し
て
は
、

証
券
取
引
所
法
一
〇
条
b
項
の
他
に
、
九
条
a
項
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
ま
ず
一
〇
条
b
項
と
の
関
係
を
第
一
節
で
明
ら
か
に
し
、

次
に
第
二
節
に
お
い
て
一
〇
条
b
項
に
関
す
る
判
例
を
検
討
す

る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
紙
幅
の
制
約
上
、
検
討
の
対
象
を
主

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

要
な
も
の
に
限
定
す
る
。

　
第
一
節
　
証
券
取
引
所
法
九
条
a
項
と
一
〇
条
b
項
と
の
関

　
　
　
　
　
係

　
一
〇
条
b
項
と
の
関
係
が
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
九
条
a

項
二
号
で
あ
る
。
同
号
は
、
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
連
邦
証
券
取
引
所
（
2
斗
｝
冒
巴
ω
g
膏
巨
霧

向
曽
ぎ
轟
①
）
に
登
録
さ
れ
た
証
券
に
つ
い
て
、
現
実
に
若
し

く
は
外
観
上
取
引
を
繁
盛
な
ら
し
め
、
又
は
証
券
の
価
格
を
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

騰
若
し
く
は
下
落
さ
せ
る
一
連
の
売
員
取
引
を
禁
止
し
て
い
る
。

一
方
、
一
〇
条
b
項
は
o
o
・
戸
　
O
．
（
ω
8
膏
三
窃
　
竃
o

向
曽
罫
握
①
O
◎
昌
旨
｝
邑
9
）
の
定
め
る
規
則
に
違
反
し
て
、
証

券
の
購
入
又
は
売
却
に
関
連
し
て
相
場
操
縦
的
又
は
歎
聴
的
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

略
を
行
う
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
受
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

規
則
一
〇
b
l
五
は
詐
歎
的
な
行
為
等
を
禁
止
し
て
い
る
。
注

目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
同
規
則
は
「
相
場
操
縦
的
又
は
歎
購
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的
策
略
の
使
用
L
と
い
う
表
題
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

規
定
上
は
相
場
操
縦
と
い
う
文
言
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
相
場
操
縦
に
関
す
る
判
例
の
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
九
条
a
項
二
号
は
一
〇
条
b
項
と
い
か
な
る
関
係
に

立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
〇
条
b
項
及
び

規
則
一
〇
b
－
五
は
詐
歎
禁
止
規
定
の
一
種
で
あ
る
と
解
さ
れ

て
い
る
。
詐
歎
禁
止
規
定
（
彗
津
冨
邑
肩
o
く
匡
昌
）
は
、
本

質
的
に
九
条
a
項
二
号
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て

（
6
）

い
る
。
従
っ
て
、
一
〇
条
b
項
及
ぴ
規
則
一
〇
b
－
五
は
、
九

条
a
項
二
号
を
補
完
す
る
こ
と
に
な
る
。
条
文
の
文
理
上
、
九

条
a
項
二
号
は
「
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
目
的
」
が
行
為
老

に
存
在
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
一
〇
条
b
項
及
び
規
則
一
〇

b
l
五
も
同
様
に
解
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
明
ら
・
か
に
し
た
の
が
、
⊂
8
岸
＆
O
o
冨
籏
ω
‘
O
霊
∋
ξ

　
　
　
　
＾
7
）

判
決
で
あ
る
。
本
件
で
は
A
杜
の
資
産
獲
得
に
関
連
し
て
、

被
告
人
等
の
空
売
り
等
に
よ
り
同
杜
の
株
価
を
下
落
さ
せ
た
こ

と
等
が
問
題
と
な
っ
た
。
規
則
一
〇
b
1
五
に
よ
る
相
場
操
縦

規
制
に
お
い
て
も
、
他
人
が
証
券
の
売
却
を
す
る
よ
う
に
誘
引

す
る
目
的
を
行
為
者
が
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
、
判
決
は
一
〇
条
b
項
や
規
則
一
〇
b
l
五
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

そ
の
よ
う
な
文
言
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
議
会

や
一
〇
条
b
項
に
お
い
て
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
と
い
う
目

的
を
要
件
と
す
る
よ
う
に
意
図
し
て
い
た
な
ら
ぱ
、
九
条
a
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
よ
う
に
こ
の
要
件
は
明
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

ま
た
、
重
要
事
実
に
関
す
る
不
実
表
示
又
は
省
略
を
禁
止
す
る

規
則
一
〇
b
1
五
（
b
）
は
開
示
を
怠
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ

る
と
し
た
後
に
、
「
市
場
価
格
を
人
為
的
に
下
落
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
開
示
を
怠
る
こ
と
は
、
市
場
に
対
し
て
歎
聴
を
な
す

こ
と
で
あ
り
、
重
要
な
事
実
を
省
略
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と

（
1
0
）

す
る
。
こ
の
判
決
の
理
論
を
敷
衙
す
れ
ば
、
一
〇
条
b
項
及
び

規
則
一
〇
b
I
五
に
よ
る
相
場
操
縦
規
制
に
お
い
て
は
、
「
他

人
の
取
引
を
誘
引
す
る
目
的
」
を
行
為
老
が
有
し
て
い
た
と
い

う
立
証
を
要
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
主
観
的

要
件
と
し
て
は
サ
イ
エ
ン
タ
ー
（
ω
9
8
苛
『
）
が
要
求
さ
れ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
巡
回
裁
判
所
に
お
い
て
無
思
慮
（
『
8
＝
窃
竃
霧
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

の
立
証
で
足
り
る
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
九
条
a
項
二
号

の
予
定
し
て
い
な
い
相
場
操
縦
も
一
〇
条
b
項
及
ぴ
規
則
一
〇
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（
1
2
）

b
I
五
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
節
判
例
に
お
け
る
相
場
操
縦
概
念
の
展
開

　
前
述
の
よ
う
に
、
　
一
〇
条
b
項
及
ぴ
規
則
一
〇
b
1
五
に
お

い
て
は
行
為
老
に
「
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
目
的
」
が
な
く

て
も
相
場
操
縦
を
規
制
し
得
る
。
そ
れ
で
は
、
判
例
は
相
場
操

縦
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節

で
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
一
〇
条
b
項
及
び
規
則
一
〇
b

1
五
に
よ
る
相
場
操
縦
規
制
に
関
す
る
判
例
を
検
討
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
一
〇
条
b
項
に
お
け
る
「
相
場
操
縦
的
」
と
い
う
文
言
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
判
例
と
し
て
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ず
向
；
g
俸
向
；
g
＜
．
曽
8
ミ
①
巳
①
『
判
決
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
件
は
サ
イ
エ
ン
タ
ー
要
件
に
関
す
る
判
決
で
あ
る
。
本
判
決

の
多
数
意
見
は
、
い
か
な
る
サ
イ
エ
ン
タ
ー
の
主
張
も
な
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
一
〇
条
b
項
及
ぴ
規
則
一
〇
b
l
五
に
基
づ

く
訴
訟
原
因
が
存
在
す
る
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
過
程
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

一
〇
条
b
項
の
文
言
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
相
場
操

縦
的
」
と
い
う
文
言
に
関
し
て
、
こ
の
言
葉
は
証
券
市
場
と
関

連
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
、
特
殊
な
意
味
合
い
を
有
す
る
旨
指

摘
し
た
後
、
「
そ
れ
は
、
証
券
の
価
格
を
支
配
又
は
人
為
的
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
投
資
者
を
歎
聴
若
し
く
は
詐
取
す

る
こ
と
を
も
く
ろ
む
意
図
的
又
は
故
意
的
行
為
で
あ
る
」
と

　
（
1
5
〕
す
る
。
ま
た
、
立
法
資
料
を
検
討
し
た
後
に
、
立
法
趣
旨
の
一

つ
は
有
害
な
機
能
を
果
た
す
相
場
操
縦
的
及
ぴ
歎
聴
的
慣
行
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
右
判
決
の
理
論
を
踏
襲
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
が
、
ω
竃
3
司
巴
邑
易
ま
①
9
5
o
．
≦
9
①
g
判
決
で
あ
る
。

判
決
は
、
本
件
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
行
為
が
「
相
場
操
縦
的
」

と
い
う
文
言
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
過
程
で
、

「
相
場
操
縦
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ぱ
、

「
相
場
操
縦
」
と
い
う
文
言
の
特
殊
性
を
指
摘
し
た
向
∋
9
俸

向
∋
g
‘
｝
8
ミ
①
5
胃
判
決
を
引
用
し
た
後
、
「
当
該
文
言
は
、

仮
装
売
買
（
ミ
易
サ
竃
－
⑭
）
、
馴
れ
合
い
注
文
（
昌
津
9
＆

○
邑
胃
）
又
は
価
格
操
作
（
ユ
潟
①
」
肩
一
8
）
の
よ
う
な
人
為
的

に
市
場
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
投
資
者
を
歎
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

と
を
意
図
し
た
慣
行
の
こ
と
を
一
般
に
指
す
L
と
す
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
〕

て
他
の
判
例
を
引
用
し
て
、
証
券
取
引
法
の
基
本
的
目
的
を
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

全
開
示
（
｛
昌
昌
8
一
〇
誓
篶
）
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
「
相

場
操
縦
的
計
画
の
成
功
に
と
っ
て
、
不
開
示
は
通
常
、
不
可
欠
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（
2
1
）

で
あ
る
L
と
す
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
見
解
と
し
て
次

の
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
即
ち
、
一
〇
条
b
項
に
お
け
る

「
相
場
操
縦
的
」
と
い
う
文
言
は
証
券
市
場
に
お
け
る
証
券
の

価
格
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
証
券
取
引

所
法
の
基
本
的
目
的
を
完
全
開
示
で
あ
る
と
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
本
質
的
要
素
の
一
つ
と
し
て
「
不
開
示
」
が
あ
げ
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
判
例
理
論
を
継
承
し
つ
つ
、
相
場
操
縦
の
概
念

を
拡
張
し
た
判
決
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
＝
冒
ま
巨
く
・
ζ
邑
一
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
〕

黒
弓
津
－
豪
－
易
．
O
o
。
判
決
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
株
主
に

対
す
る
配
当
を
制
限
す
る
等
に
よ
っ
て
c
邑
訂
o
思
罵
津

＝
示
－
易
。
O
o
株
の
価
格
を
下
落
さ
せ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ

た
。
判
決
は
、
ま
ず
、
証
券
取
引
所
法
の
目
的
を
完
全
開
示
と

す
る
ω
彗
3
思
－
己
易
巨
①
ω
L
目
o
．
く
．
9
⑭
昌
判
決
を
引
用

　
（
2
3
）

す
る
。
そ
し
て
、
「
真
実
は
あ
る
一
定
の
市
場
活
動
が
現
実
の

需
給
に
関
連
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
市
場
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
虚
偽
の
印
象
を
作
出
し
、
又
は
価
格
自
体

を
操
作
す
る
市
場
に
お
け
る
諸
憤
行
が
相
場
操
縦
で
あ
る
」
と

（
刎
）

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
証
券
取
引
法
の
目
的
を
完
全

開
示
と
し
て
把
握
し
つ
つ
も
、
相
場
操
縦
の
概
念
を
欺
購
的
な

　
　
　
　
　
　
＾
2
5
）

手
段
に
限
定
し
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
証
券
取
引
所
法
一
四
条
e
項
に
お
い
て
も
「
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
6
）

場
操
縦
的
」
と
い
う
文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
条
は
、
公

開
買
付
け
に
関
連
し
た
相
場
操
縦
を
規
制
す
る
規
定
で
も
あ
る
。

本
条
に
お
け
る
「
相
場
操
縦
的
」
と
い
う
文
言
に
関
し
て
、

両
∋
g
俸
卑
易
け
く
・
呂
g
巨
①
巨
①
『
判
決
及
ぴ
ω
8
3
句
①

－
邑
易
巨
①
ω
二
昌
、
く
．
9
①
①
5
判
決
の
理
論
を
踏
襲
し
、
相
場
操

縦
の
概
念
を
極
め
て
狭
く
解
し
た
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
判
決

が
あ
る
。
ω
9
冨
旨
胃
く
・
団
昌
－
巨
曾
昌
Z
O
ユ
ざ
∋
二
篶
。
判
決

　
　
＾
η
）

で
あ
る
。
判
決
は
、
一
四
条
e
項
が
開
示
以
外
の
い
か
な
る
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
8
）

的
に
も
奉
仕
し
な
い
こ
と
等
を
指
摘
し
た
後
に
、
「
一
四
条
e

項
で
使
用
さ
れ
る
『
相
場
操
縦
的
』
と
い
う
文
言
は
、
不
実
表

示
（
昌
芽
①
肩
g
8
冨
ユ
8
）
ま
た
は
不
開
示
（
冒
8
9
8
－
富
冒
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
9
）

を
必
要
と
す
る
」
と
判
示
す
る
。
本
判
決
は
一
四
条
e
項
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
一
〇
条
b
項
の
解
釈
論
に
直
接
影
響

を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
合
衆
国
最
高
裁

判
所
は
証
券
取
引
所
法
の
目
的
を
完
全
開
示
と
解
す
る
立
場
を
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堅
持
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
相
場
操
縦
の
本
質
を
不
実
表
示
又

は
不
開
示
と
解
す
る
見
解
を
支
持
す
る
こ
と
が
論
理
的
帰
結
と

な
ら
ざ
る
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
｝
）
　
判
例
理
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
関
　
俊
彦
「
ア
メ
リ
カ

　
に
お
け
る
相
場
操
縦
の
規
制
」
（
資
本
市
場
研
究
会
編
）
『
証
券

　
取
引
審
議
会
報
告
－
証
券
監
督
老
国
際
機
構
（
δ
ω
O
O
）
の
行

　
為
規
範
原
則
の
わ
が
国
へ
の
適
用
に
つ
い
て
－
1
店
頭
市
場

　
に
対
す
る
行
為
規
制
の
適
用
に
つ
い
て
1
』
一
〇
九
頁
以
下

　
（
平
成
三
年
）
を
参
照
。

（
2
）
　
旨
O
・
ω
．
O
．
＞
．
吻
富
一
（
凹
）
（
N
）
（
H
竃
H
）
を
参
照
。
ま

　
た
同
条
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
日
本
証
券
経
済
研
究
所
『
外
国

　
証
券
関
係
法
令
集
　
ア
メ
リ
カ
　
ー
〔
改
訂
版
〕
』
六
四
－
六
五

　
頁
（
平
成
二
年
）
を
参
照
。

（
3
）
　
旨
∈
．
ω
。
ρ
＞
・
ζ
o
。
－
（
げ
）
（
H
㊤
o
。
－
）
を
参
照
。
ま
た
同

　
条
の
邦
訳
と
し
て
は
、
日
本
証
券
経
済
研
究
所
・
前
掲
（
2
）

　
六
六
－
六
七
頁
を
参
照
。

（
4
）
　
ミ
O
．
■
内
■
吻
違
o
」
旨
－
σ
（
H
㊤
o
．
o
。
）
を
参
照
。
ま
た
同

　
規
則
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
日
本
証
券
経
済
研
究
所
『
外
国
証

　
券
関
係
法
令
集
　
ア
メ
リ
カ
皿
』
三
九
－
四
〇
頁
（
昭
和
五
四

年
）
を
参
照
。

（
5
）
掌
①
一
』
§
ぎ
迂
§
曳
き
喜
s
§
§
§
き
、
黒
§
§

　
－
s
（
“
二
黒
§
、
曹
ミ
s
助
§
、
ぎ
ぎ
、
県
き
“
黒
§
－

　
辻
註
“
－
寒
ぎ
§
㌧
ミ
ミ
ー
§
一
H
㊤
o
o
o
o
O
O
■
ζ
；
‘
｝
∈
ω
1
－
．

　
寄
く
．
ω
8
一
竃
N
（
－
湯
o
。
）
を
参
照
。

（
6
）
。
。
－
．
－
◎
霧
印
』
1
蟹
＝
婁
姜
一
ω
向
o
毫
冒
易

　
寄
o
ζ
■
＞
自
◎
2
ω
湯
㌣
ω
湯
ω
（
ω
『
o
＆
．
岩
旨
）
’

一
7
一
蜆
彗
戸
墨
彗
一
葦
Ω
「
葛
司
e
一
．

（
8
）
軍
斗
寄
－
．

（
9
）
　
軍

（
1
0
）
　
軍

（
n
）
　
く
o
巨
S
ω
俸
＞
畠
o
ま
一
き
喜
ミ
き
ミ
曹
ミ
ぎ
ぎ
ぎ
s

　
寄
く
・
ω
籟
ρ
俸
O
O
…
◎
U
－
↓
目
…
ω
寄
O
．
H
o
ω
一
H
o
o
　
（
－
o
o
o
㊤
）
．

（
1
2
）
　
－
P
斗
H
富
を
参
照
。

（
1
3
）
　
亀
｝
弓
ω
」
o
。
蜆
（
岩
富
）
．
な
お
、
本
判
決
の
紹
介
と
し
て
、

　
島
袋
鉄
男
［
一
九
七
七
］
ア
メ
リ
カ
法
三
二
－
三
一
四
頁
を

　
参
照
。

（
1
4
）
　
少
数
意
見
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
ふ
れ
な
い
。

（
1
5
）
　
｛
N
蜆
q
一
ω
．
9
－
竃
．

（
1
6
）
　
－
P
斗
N
0
①
1

（
1
7
）
　
お
o
弓
o
o
．
き
N
（
岩
ミ
）
。
な
お
、
本
判
決
の
紹
介
と
し
て
、

　
江
頭
憲
治
郎
［
一
九
七
九
］
ア
メ
リ
カ
法
一
七
五
－
一
八
O
頁

　
を
参
照
。

（
1
8
）
　
』
ω
o
∈
一
ω
．
算
ト
豪
．

（
”
）
　
＞
雪
＝
印
一
①
」
ζ
叶
①
O
篶
庁
①
8
ω
‘
C
目
岸
①
o
ω
“
與
一
①
ω
（
｛
o
㊦
∈
．
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ω
’
旨
o
o
（
岩
S
）
及
び
ω
同
O
‘
O
名
津
巴
O
当
島
肉
①
8
胃
9

　
｝
E
8
凹
目
（
ω
冨
⊂
1
ω
．
－
O
O
O
（
畠
①
ω
）
）
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
轟
o
戸
ω
．
津
ミ
ド

（
2
1
）
軍

（
2
2
）
　
ξ
蜆
『
ω
ε
戸
畠
お
（
Z
．
】
）
．
弓
①
x
1
（
岩
お
）
）
・

（
2
3
）
　
巨
－
呉
H
ω
8
．

（
刎
）
　
崖
．
9
崖
8
一

（
2
5
）
　
な
お
、
；
o
－
暮
豊
俸
＞
長
o
ま
一
ω
ε
『
”
2
9
二
H
も
二
冒

　
を
参
照
。

（
2
6
）
　
旨
弓
ω
．
ρ
＞
．
吻
富
目
（
o
）
（
一
竃
－
）
を
参
照
。
な
お
、

　
本
条
の
邦
訳
と
し
て
は
、
日
本
証
券
経
済
研
究
所
・
前
掲
（
2
）

　
九
五
頁
を
参
照
。

（
2
7
）
　
ミ
N
弓
ω
。
－
（
岩
o
。
㎝
）
．
な
お
、
山
下
友
信
「
不
実
表
示
を

　
伴
わ
な
い
公
開
買
付
の
撤
回
と
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
一

　
四
条
㈲
項
」
商
事
法
務
一
二
〇
三
号
一
…
頁
－
二
五
頁
（
一
九
八

　
九
年
）
を
参
照
。

（
2
8
）
　
巨
一
斗
■
－
旨
．

（
2
9
）
　
巨
．
斗
嵩
－

第
一
一
章
判
例
及
び
学
説
の
検
討

　
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
一
〇
条
b
項
の
「
相
場
操
縦
的
」

と
い
う
文
言
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、
取
引
所
取

引
に
お
け
る
相
場
操
縦
規
制
の
対
象
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
取
引
所
取
引
に
お
け
る
相
場
操
縦
の
本
質
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
採
用
す
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
規
制

対
象
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
取
引
所
取
引
に
お

け
る
相
揚
操
縦
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
べ
き
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
本
質
に
関
し
て
、
判
例
の
よ
う
に
不
実
表
示
又

は
不
開
示
と
捉
え
る
見
解
（
後
述
第
一
節
）
と
価
格
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

人
為
性
と
捉
え
る
見
解
（
後
述
第
二
節
）
が
対
立
す
る
。
そ
こ

で
、
本
章
に
お
い
て
は
右
の
見
解
を
各
節
で
検
討
す
る
一
一
と
に

よ
り
、
そ
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
第
一
節
不
実
表
示
又
は
不
開
示
を
本
質
と
す
る
見
解

　
こ
の
見
解
は
、
取
引
所
取
引
に
お
け
る
相
場
操
縦
の
本
質
を

不
実
表
示
又
は
不
開
示
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
合
衆
国

最
高
裁
判
所
は
証
券
取
引
所
法
の
目
的
を
完
全
開
示
と
解
し
て

い
る
。
論
理
的
に
は
、
こ
の
見
解
は
相
場
操
縦
の
本
質
を
不
実

表
示
又
は
不
開
示
と
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
一
〇
条

b
項
の
「
相
場
躁
縦
的
」
と
い
う
文
言
を
不
実
表
示
又
は
不
開

示
と
同
義
に
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
規
則
一
〇
b
－
五

に
違
反
す
る
相
場
操
縦
を
不
実
表
示
又
は
開
示
義
務
違
反
と
し
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て
捉
え
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
証
券
取
引
所
法
の
目
的
を
完
全
開
示
と
捉
え
る
点
に

関
し
て
は
、
証
券
取
引
所
法
の
全
て
の
規
定
を
完
全
開
示
の
理

論
の
み
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
批
判
が

あ
る
。
言
い
換
え
れ
ぱ
、
情
報
の
流
布
に
関
す
る
規
定
で
す
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

完
全
開
示
の
理
論
に
よ
っ
て
十
分
に
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

例
え
ぱ
、
九
条
に
お
い
て
は
、
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
目
的

で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
市
場
活
動
に
関
す
る
正
確
な
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

報
を
流
布
す
る
行
為
も
禁
止
し
て
い
る
。
即
ち
、
投
資
老
の
合

理
的
投
資
判
断
を
阻
害
す
る
行
為
を
規
制
す
る
規
定
の
趣
旨
を

完
全
開
示
の
み
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
証
券
取
引
所
法
の
目
的
を
完
全
開
示
に
限
定
す

る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
考
え
る
。

　
次
に
、
取
引
所
取
引
に
お
け
る
相
場
操
縦
の
本
質
を
不
実
表

示
又
は
不
開
示
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
果
た
し
て
妥
当
な
も

の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
も
そ
も
、
相
場
操
縦
規
制
の
任
務
は
投
資
者
の
合
理
的
投

資
判
断
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
場
の
イ
ン
テ
ィ

グ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、

投
資
老
の
合
理
的
投
資
判
断
を
阻
害
す
る
行
為
を
規
制
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
真
実
と
異
な
る
情
報
を
投
資
者
に
与

え
る
不
実
表
示
は
投
資
判
断
を
誤
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
取
引
所
取
引
に

お
け
る
相
場
操
縦
の
本
質
の
一
要
素
と
し
て
不
実
表
示
を
挙
げ

る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
相
場
操
縦
者
が
自
己
の

有
す
る
証
券
を
売
却
す
る
前
に
、
風
説
を
流
布
し
て
当
該
証
券

の
価
格
を
不
当
に
吊
り
上
げ
、
そ
の
後
売
却
す
る
例
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
開
示
を
相
場
操

縦
の
本
質
の
一
要
素
と
す
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
以
下

の
よ
う
な
難
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
見
解
に
お

い
て
は
市
場
の
参
加
老
は
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

開
示
義
務
を
負
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
仮
に
、
何
ら
か
の
法
的

根
拠
に
基
づ
く
開
示
義
務
を
肯
定
し
た
と
し
て
も
、
相
場
操
縦

に
関
す
る
開
示
を
法
が
強
制
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
場
価
格
が

混
乱
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
ま
た
、
相
場
操
縦
の
計
画
を
開
示
し

た
後
は
当
該
計
画
を
実
行
し
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
で
は

投
資
老
の
合
理
的
投
資
判
断
を
害
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な

問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
の
は
、
こ
の
見
解
が
証
券
取
引
法
に
お
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け
る
相
場
操
縦
規
制
の
位
置
付
け
を
取
り
違
え
て
い
る
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
即
ち
、
投
資
判
断
に
影
響
を
及
ぽ
す
情
報
を

開
示
す
る
の
は
開
示
規
制
の
任
務
で
あ
っ
て
、
相
場
操
縦
規
制

の
任
務
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
不
開
示
を
相
場
操
縦
の
本

質
の
一
要
素
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
欠
点
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
風
説
の
流
布
の
よ
う
な
表

示
行
為
が
伴
わ
な
い
相
場
操
縦
を
事
後
的
に
開
示
義
務
違
反
と

構
成
す
る
こ
と
は
、
規
制
の
必
要
性
に
基
づ
い
た
一
種
の
フ
ィ

ク
シ
目
ン
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
右
の
よ
う
な
フ
ィ
ク
シ
目
ン
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

規
則
一
〇
b
1
五
に
よ
る
相
場
操
縦
規
制
が
成
り
立
ち
得
る
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
取
引
所
取
引
に
お
け
。
る

相
場
操
縦
の
本
質
を
不
開
示
と
捉
え
る
見
解
は
、
相
場
操
縦
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
相
場
操
縦
に
関
す
る
情
報
を
秘
匿
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

こ
と
が
重
要
な
要
素
と
な
る
と
し
、
相
場
操
縦
に
つ
い
て
開
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
怠
る
こ
と
が
規
則
一
〇
b
l
五
に
違
反
す
る
と
構
成
す
る
。

相
場
操
縦
に
つ
い
て
開
示
を
怠
る
二
と
を
、
重
要
事
実
の
省
略

と
構
成
す
る
か
開
示
義
務
違
反
に
基
づ
く
詐
欺
的
行
為
と
構
成

す
る
か
と
い
う
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
規
則
一
〇
b
l
五
に
よ

る
相
場
操
縦
規
制
に
お
い
て
は
相
場
操
縦
の
本
質
的
要
素
の
一

つ
を
不
開
示
と
捉
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
解
釈
論
は
規
則
一
〇
b
I
五
の
性
格
上
や
む
を

得
な
い
も
の
と
も
評
し
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
は
内
部
者
取
引
を
詐
欺
的
行
為
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に

よ
り
規
則
一
〇
b
－
五
違
反
と
し
て
規
制
す
る
こ
と
に
鑑
み
る

と
、
相
場
操
縦
規
制
と
内
部
者
取
引
規
制
の
法
的
任
務
が
同
一

の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
内
部
老
取

引
規
制
は
、
投
資
判
断
に
影
響
を
与
え
る
情
報
が
開
示
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
〕

ま
で
の
間
、
開
示
制
度
を
補
完
す
る
役
割
を
担
う
の
に
対
し
て
、

相
場
操
縦
規
制
は
投
資
判
断
を
狂
わ
せ
る
行
為
を
常
に
規
制
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
内
部
者
取
引
規
制

は
開
示
制
度
の
時
間
的
な
限
界
を
補
充
す
る
機
能
を
有
す
る
に

過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
相
場
操
縦
規
制
は
開
示
制
度
と
は
独

立
し
た
制
度
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
証
券
を
発
行
済
株
式
総

数
の
五
バ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
保
有
し
た
こ
と
を
開
示
さ
せ
る

開
示
制
度
が
機
能
し
て
も
、
合
理
的
な
投
資
判
断
の
機
会
が
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
確
保
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
情
報
が
開
示
さ

れ
て
も
、
投
資
判
断
を
歪
め
る
行
為
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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従
っ
て
、
開
示
制
度
と
は
別
に
、
相
場
操
縦
規
制
は
投
資
判
断

を
歪
め
る
行
為
を
排
除
す
る
制
度
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
相
場
操
縦
規
制
の
性
質
は

内
部
老
取
引
規
制
の
性
質
と
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
九
条
が
相
場
操
縦
規
制
の
主
た
る
役
割
を
果
た
す
の

で
あ
っ
て
、
規
則
一
〇
b
1
五
は
あ
く
ま
で
補
足
的
な
機
能
し

か
有
し
な
い
と
い
う
反
論
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
第
二

節
で
後
述
す
る
よ
う
に
九
条
に
よ
っ
て
規
制
し
得
る
相
場
操
縦

の
範
囲
は
限
定
的
で
あ
り
、
同
条
で
規
制
で
き
な
い
相
場
操
縦

は
投
資
者
の
合
理
的
投
資
判
断
に
と
っ
て
極
め
て
有
害
で
あ
る
。

詐
歎
禁
止
規
定
に
よ
っ
て
相
場
操
縦
を
規
制
す
る
こ
と
自
体
無

理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
二
節
価
格
に
対
す
る
人
為
性
を
本
質
と
す
る
見
解

　
こ
の
見
解
は
、
取
引
所
取
引
に
お
け
る
相
場
操
縦
の
本
質
を

価
格
に
対
す
る
人
為
性
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
市
場
価

格
に
対
し
て
人
為
的
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
相
場
操
縦
と
し

て
規
制
す
る
見
解
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
投
資
者
の
合
理
的
投

資
判
断
の
機
会
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
、
市
場
の
イ
ン
テ
ィ
グ

リ
テ
ィ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
市
場
価
格
に
対
し

て
人
為
的
な
影
響
を
与
え
る
行
為
は
、
投
資
老
の
投
資
判
断
の

重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
価
格
を
歪
め
る
た
め
、
こ
の
よ
う

な
価
格
に
基
づ
い
た
投
資
判
断
は
合
理
的
で
あ
る
と
は
い
え
な

い
。
従
っ
て
、
市
場
価
格
に
対
し
て
人
為
的
な
影
響
を
与
え
る

行
為
を
相
場
操
縦
と
し
て
規
制
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

　
相
場
操
縦
を
規
制
す
る
規
定
の
ひ
と
つ
と
し
て
九
条
が
あ
る
。

同
条
が
制
定
さ
れ
た
一
九
三
四
年
当
時
、
問
題
と
な
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

事
象
と
し
て
プ
ー
ル
（
君
o
－
）
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
プ
ー

ル
と
は
、
「
あ
る
証
券
の
取
引
が
利
益
を
生
み
出
す
よ
う
に
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

券
の
価
格
を
操
作
す
る
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」
を
い
う
。
こ
の
相
場

操
縦
の
成
否
に
と
っ
て
、
第
三
老
に
よ
る
取
引
の
存
在
は
極
め

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
プ
ー
ル
は
他
人
の
取
引

を
誘
引
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
の
で
、
規
制
方
法
の
一
つ

と
し
て
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
手
段
を
規
制
す
る
こ
と
と

＾
1
3
）

し
た
。
つ
ま
り
、
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
と
い
う
特
徴
に
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
H
）

目
し
て
相
場
操
縦
を
規
制
す
る
の
が
九
条
な
の
で
あ
る
。
プ
ー

ル
に
お
い
て
は
、
第
三
者
の
取
引
を
誘
引
す
る
初
期
の
価
格
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

動
を
作
出
す
る
た
め
に
、
現
実
の
取
引
も
行
っ
て
い
た
。
即
ち
、

少
量
の
取
引
で
価
格
を
せ
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
証
券
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の
価
格
が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
と
誤
認
し
た
第
三
老
を
取
引

に
参
入
さ
せ
、
プ
ー
ル
が
利
益
を
得
る
水
準
ま
で
当
該
証
券
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

価
格
を
上
昇
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
を
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
7
）

制
す
る
の
が
九
条
a
項
二
号
の
目
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
取
引

所
取
引
に
お
け
る
相
場
操
縦
を
規
制
す
る
場
合
、
本
条
に
お
い

て
は
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
と
い
う
目
的
が
重
要
な
意
味
を

持
つ
の
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
に
、
九
条
a
項
二
号
に
お
い
て
は
他
人
の
取
引
を

誘
引
す
る
と
い
う
目
的
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
た
め
、
他
人
の

取
引
を
誘
引
す
る
こ
と
が
必
然
的
な
要
素
と
な
ら
な
い
相
場
操

縦
は
そ
の
規
制
対
象
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
他
人
の
取
引

を
誘
引
す
る
こ
と
が
必
然
的
な
要
素
と
な
ら
な
い
相
場
操
縦
と

は
、
市
場
価
格
を
人
為
的
に
操
作
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
か
ら
利

益
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
全
て
の
投
資
判

断
を
即
座
に
結
集
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
大
量
の
需
要
又

は
供
給
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
場
価
格
を
コ
ン
ト
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

ル
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
清
報
を
作
出
し
た
り
開

示
し
た
り
す
る
必
要
も
な
け
れ
ぱ
、
他
の
投
資
老
の
判
断
を
変

　
　
　
　
　
　
＾
1
9
〕

更
す
る
必
要
も
な
い
。
公
表
さ
れ
る
価
格
を
変
更
す
る
こ
と
に

利
益
を
有
す
る
者
は
、
あ
る
証
券
に
関
す
る
全
て
の
投
資
判
断

を
即
座
に
結
集
で
き
な
い
状
態
を
作
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

価
格
を
変
動
さ
せ
得
る
。
こ
の
相
場
操
縦
の
利
益
は
、
価
格
が

公
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
価
格
に
基
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

て
取
引
を
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
必
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
〕

も
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、

あ
る
証
券
に
関
す
る
市
場
の
公
正
な
価
格
形
成
機
能
が
麻
痒
す

る
ほ
ど
大
量
の
需
要
又
は
供
給
を
作
り
出
せ
ぱ
よ
い
の
で
あ
る
。

他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
と
い
う
目
的
が
な
け
れ
ぱ
、
右
の
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

ス
を
九
条
a
項
二
号
に
よ
っ
て
規
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
こ
に
、
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
と
い
う
特
徴
に
着
目
し
て

相
場
操
縦
を
規
制
す
る
九
条
の
機
能
的
限
界
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
こ
と
が
必
然
的
な
要
素
と
な
ら
な

い
相
場
操
縦
の
例
と
し
て
、
公
開
買
付
け
を
予
定
し
て
い
る
者

が
、
自
己
の
公
開
買
付
け
を
容
易
に
す
る
た
め
に
対
象
会
杜
の

株
式
の
取
引
所
に
お
け
る
価
格
を
下
落
さ
せ
る
場
合
が
挙
げ
ら

＾
刎
）

れ
る
。
公
開
員
付
け
を
予
定
し
て
い
る
者
は
、
自
已
保
有
の
対

象
会
杜
の
株
式
を
犬
量
に
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
又
は
他
人

と
共
謀
し
て
対
象
会
杜
の
株
式
を
一
斉
に
売
却
す
る
こ
と
に
よ
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り
、
対
象
会
杜
の
証
券
に
関
す
る
市
場
の
公
正
な
価
格
形
成
機

能
を
麻
障
さ
せ
る
ほ
ど
犬
量
の
供
給
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
己
が
行
う
公
開
買
付
け
を
容
易
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
対
象
会
杜
の
株
主
は
、
価
格
の

下
落
し
た
株
式
を
保
有
し
続
け
る
よ
り
も
公
開
買
付
け
に
応
じ

る
投
資
判
断
を
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
行
為
は
、
投
資
老
の
合
理
的
投
資
判
断
を
阻
害
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
相
場
操
縦
と
し
て
規
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
相
場
操
縦
に
お
い
て
、
行
為
老

が
常
に
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
目
的
を
有
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
公
開
買
付
け
を
予
定
し
て
い
る
老
が
短

期
的
に
大
量
の
対
象
会
杜
の
株
式
を
売
却
し
得
る
経
済
力
を
有

し
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
当
該
株
式
の
価
格
を
下
落
さ
せ
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
他
人
の
取
引
を
誘
引
す
る
と
い
う
目
的
を
行
為

老
が
有
し
な
い
場
合
に
は
、
九
条
a
項
二
号
は
適
用
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
九
条
の
機
能
的
限
界
を
補
完
す
る
の
が
一
〇
条
b

　
　
（
2
5
）

項
で
あ
る
。
一
〇
条
b
項
の
「
相
場
操
縦
的
」
と
い
う
文
言
は
、

こ
の
よ
う
な
背
景
に
基
づ
い
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

即
ち
、
こ
の
文
言
は
不
実
表
示
や
不
開
示
に
限
定
さ
れ
な
い
。

市
場
価
格
に
対
し
て
人
為
的
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
相
場
操

縦
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
取
引
所
取
引
に

お
け
る
相
場
操
縦
の
本
質
は
、
価
格
に
対
す
る
人
為
性
と
し
て

捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
1
）
　
証
券
取
引
所
法
一
四
条
e
項
に
お
け
る
「
相
場
操
縦
的
」

　
と
い
う
文
言
に
関
し
て
も
同
じ
よ
う
な
見
解
の
対
立
が
あ
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
相
場
操
縦
』

概
念
に
関
す
る
若
干
の
考
察
－
公
開
買
付
市
場
規
制
を
中
心
と

　
し
て
－
」
一
橋
論
叢
一
〇
八
巻
一
号
一
四
八
頁
以
下
（
平
成
四

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
↓
訂
ポ
完
嚢
ミ
ざ
ミ
曳
§
§
曹
ミ
㌻
㌻
§
§
き
、
黒
ミ
§

　
§
（
｝
）
㌧
黒
§
辻
嘗
～
§
｝
§
、
き
“
ぎ
、
県
§
“
簿
§
・

　
辻
ま
S
嚢
〔
ぎ
§
㌧
ミ
県
－
婁
，
H
o
o
o
o
o
O
◎
■
仁
雪
一
｝
O
ω
．
－
．

　
丙
両
く
－
ω
蜆
o
ー
ト
ー
｛
　
（
］
I
o
o
o
o
o
）
．

（
3
）
冨
』
；
F

（
4
）
　
同
様
の
批
判
は
先
物
市
場
に
お
け
る
相
場
操
縦
規
制
の
議

論
に
お
い
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
、
霊
邑
ε
一
§
ミ
亨

　
ミ
ざ
註
§
県
妻
ざ
§
き
き
募
㌧
完
“
§
ミ
轟
、
ざ
§
婁
♪

塞
句
o
冒
姜
F
宛
睾
’
ω
貞
窒
o
。
（
－
湯
↓
）
を
参
照
。
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（
5
）
o
。
■
．
9
ω
ω
俸
－
ω
昌
5
峯
姜
一
〇
〇
固
o
實
；
冒
ω

丙
署
冒
＞
昌
婁
ω
竃
ω
（
ω
a
＆
1
岩
胃
）
を
参
照
。

（
6
）
…
o
E
S
ω
俸
＞
長
o
ま
一
き
喜
ミ
き
s
曹
s
ぎ
ぎ
ぎ
曽

　
寄
＜
．
ω
向
O
l
俸
O
O
竃
竃
◎
昌
昌
易
寄
ρ
昌
ω
L
8
（
H
湯
㊤
）
．

（
7
）
　
な
お
、
上
村
達
男
「
投
資
老
保
護
概
念
の
再
検
討
　
　
自

　
己
責
任
原
則
の
成
立
根
拠
－
」
専
修
法
学
四
二
号
一
二
頁

　
（
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
拙
稿
「
内
部
老
取
引
に
お
け

　
る
『
内
部
者
』
の
範
囲
に
つ
い
て
ー
ア
メ
リ
カ
法
を
中
心
と

　
し
て
ー
」
一
橋
研
究
一
六
巻
三
号
二
三
一
－
二
三
二
頁
（
一

　
九
九
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）
　
も
と
よ
り
、
開
示
制
度
の
役
割
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
趣

　
旨
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
開
示
制
度
は
、
市
場
の
イ
ン
テ
ィ

　
グ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
す
る
た
め
の
独
自
の
役
割
を
有
し
て
い
る

　
か
ら
で
あ
る
。

（
9
）
　
証
券
取
引
所
法
九
条
に
基
づ
く
相
場
操
縦
規
制
に
つ
い
て

　
は
以
下
を
参
照
。

　
　
堀
口
　
亘
「
相
場
操
縦
の
禁
止
に
つ
い
て
」
一
橋
大
学
研
究

　
　
　
　
年
報
法
学
研
究
2
二
一
三
頁
以
下
（
一
九
五
八
年
）
。

　
　
神
崎
克
郎
「
相
場
操
縦
の
規
制
」
『
証
券
取
引
の
法
理
』
五
三

　
　
　
　
　
九
頁
以
下
（
昭
和
六
二
年
）
。

（
1
0
）
　
↓
冨
ポ
ω
ξ
S
昌
8
N
も
二
〇
〇
を
参
照
。
ま
た
、
小
林
成

　
光
「
支
配
株
の
売
買
（
三
）
－
会
杜
支
配
に
重
犬
な
影
響
を

与
え
る
株
式
取
得
に
関
す
る
法
的
諸
間
題
1
」
大
阪
市
立
大

学
法
学
雑
誌
三
三
巻
二
号
二
二
九
頁
（
一
九
八
六
年
）
を
参
照
。

（
u
）
　
弓
＝
①
F
§
“
o
曇
ぎ
ミ
○
o
ミ
o
魯
託
o
ミ
o
、
黒
〔
邑
o
ミ
ー
◎
（
“
）

　
県
き
“
黒
§
ミ
雲
嚢
〔
ぎ
§
ト
呉
§
ω
↓
＞
2
．
－
1
胃
＜
．
竃
9

　
き
壮
（
畠
8
）
1

（
1
2
）
　
↓
ぎ
F
ω
竈
肩
凹
9
8
ド
斗
ξ
〇
一

（
1
3
）
巨
1

（
1
4
）
軍
φ
二
昌
－
ト
宝
を
参
照
。

（
1
5
）
　
旨
－
斗
昌
－
－

（
1
6
）
軍

（
1
7
）
巨

（
1
8
）
　
旨
－
斗
昌
o
o
．

（
1
9
）
曇

（
2
0
）
巨

（
2
1
）
軍

（
2
2
）
軍

（
2
3
）
　
崖
．
呉
昌
o
．

（
2
4
）
　
こ
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
、
ω
向
O
＜
．
S
8
巨
一
匡
o
軍

　
ぎ
町
q
9
ぎ
o
’
昌
ω
向
O
O
o
o
斤
N
0
N
（
岩
o
o
o
o
）
が
あ
る
。

（
2
5
）
　
↓
ざ
F
ω
ζ
o
昌
昌
冨
“
斗
お
o
o
も
同
旨
。

（
2
6
）
　
曇
斗
お
o
。
－
お
o
。
な
お
、
同
論
文
は
、
歎
脇
的
要
素
を
含

　
ま
な
い
相
場
操
縦
を
規
制
す
る
規
則
を
ω
．
｝
ρ
は
一
〇
条
b

項
に
基
づ
い
て
制
定
し
得
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
目
本
法
と

　
は
直
接
の
関
連
が
な
い
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
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結
ぴ

　
わ
が
国
の
証
券
取
引
法
一
五
九
条
二
項
一
号
は
、
ア
メ
リ
カ

の
証
券
取
引
所
法
九
条
a
項
二
号
に
類
似
し
て
い
る
。
一
五
九

条
二
項
一
号
は
、
有
価
証
券
市
場
に
お
け
る
有
価
証
券
の
売
買

取
引
等
を
誘
引
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
当
該
有
価
証
券
の
売
買

取
引
等
が
繁
盛
で
あ
る
と
誤
解
さ
せ
、
又
は
当
該
有
価
証
券
の

相
場
を
変
動
さ
せ
る
べ
き
一
連
の
有
価
証
券
の
売
買
取
引
等
又

は
そ
の
委
託
若
し
く
は
受
託
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
前
章

で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
証
券
取
引
所
法
九
条
は
他

人
の
取
引
を
誘
引
す
る
相
場
操
縦
を
規
制
す
る
目
的
で
制
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
を
継
受
し
た
わ
が
国
の
一
五
九

条
に
お
い
て
も
、
「
有
価
証
券
市
揚
に
お
け
る
有
価
証
券
の
売

買
取
引
等
を
誘
引
す
る
目
的
」
で
な
さ
れ
た
相
場
操
縦
。
を
規
制

す
る
規
定
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

同
条
二
項
一
号
に
お
い
て
は
、
右
の
誘
引
目
的
は
適
法
行
為
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

違
法
行
為
を
別
つ
基
準
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
よ
っ
て
、
仮

に
こ
の
誘
引
目
的
を
緩
和
し
て
弾
力
的
な
運
用
を
図
る
と
い
え

ど
も
、
右
目
的
を
実
質
的
に
空
文
化
す
る
よ
う
な
解
釈
は
許
さ

　
　
　
　
　
　
（
2
〕

れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
同
規
定
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
し
て

も
、
自
ず
と
そ
の
限
界
が
あ
る
。

　
一
方
、
わ
が
国
の
証
券
取
引
法
一
五
七
条
は
、
ア
メ
リ
カ
の

証
券
取
引
所
法
一
〇
条
b
項
及
ぴ
同
規
則
一
〇
b
I
五
等
を
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

受
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、

一
五
七
条
三
号
は
「
誘
引
目
的
」
を
そ
の
構
成
要
件
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
同
条
同
号
は
、
ア
メ
リ
カ
の
証
券
取
引
所
法

一
〇
条
b
項
を
継
受
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
を
禁
じ

得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
〇
条
b
項
は
「
他
人
の
取
引
を
誘
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

す
る
目
的
」
と
い
う
要
件
を
規
定
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
一
〇
条
b
項
の
「
相
場
操
縦
的
」
と
い
う
文
言
は
同

条
一
号
の
「
不
正
の
」
と
い
う
文
言
に
含
め
て
解
す
べ
き
で
あ

る
。
同
号
の
「
不
正
の
」
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
は
、
同
条
二

号
及
ぴ
三
号
と
の
関
連
を
重
視
し
て
、
「
不
正
の
」
と
い
う
文
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

を
詐
歎
的
な
も
の
に
限
定
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

文
理
上
、
同
号
が
「
詐
歎
的
」
と
い
う
文
言
を
使
用
せ
ず
に
「
不

正
の
」
と
い
う
文
言
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
「
不

正
」
と
い
う
概
念
を
詐
歎
的
な
も
の
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い

と
考
え
る
。
従
っ
て
、
あ
る
証
券
に
関
す
る
市
場
の
公
正
な
価
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格
形
成
機
能
を
麻
痒
さ
せ
る
ほ
ど
大
量
の
需
要
又
は
供
給
を
作

り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
の
有
価
証
券
の
価
格
を
上
昇
又

は
下
落
さ
せ
る
行
為
は
一
五
七
条
一
号
に
違
反
す
る
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
六
〇
条
は
一
五
九
条
に
違
反
し
た
行
為
に
対

し
て
適
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
一
五
七
条

一
号
を
解
す
れ
ぱ
、
同
条
同
号
も
一
五
九
条
も
相
場
操
縦
を
規

制
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
よ
っ
て
、
一

六
〇
条
を
類
推
適
用
し
、
一
五
七
条
一
号
に
違
反
す
る
行
為
を

し
た
老
に
対
し
て
損
害
賠
請
求
権
が
発
生
す
る
と
解
す
る
。

　
相
場
操
縦
規
制
は
、
証
券
取
引
法
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な

制
度
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
相
場
操
縦
が
行
わ
れ

な
い
の
が
一
番
望
ま
し
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
相
場
操
縦
の

監
視
・
摘
発
体
制
の
強
化
及
び
損
害
を
受
け
た
老
へ
の
救
済
措

置
を
完
備
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
も
し
相
場
操
縦
が
行
わ
れ
た

な
ら
ぱ
、
必
ず
発
覚
し
、
行
為
老
は
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
相
場
操
縦
の
予
防

を
推
進
す
る
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
損
害
暗
償
請
求
を

よ
り
容
易
に
す
る
よ
う
な
立
法
が
望
ま
れ
る
。

（
1
）
　
河
本
一
郎
「
取
引
所
市
場
の
規
制
」
『
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の

　
　
　
　
　
　
　
証
券
取
引
法
』
（
下
巻
）
三
九
五
頁
（
昭
和
五

　
　
　
　
　
　
　
〇
年
）
。

　
　
堀
口
　
亘
『
最
新
証
券
取
引
法
』
四
一
四
頁
（
平
成
三

　
　
　
　
　
　
　
年
）
。

（
2
）
　
証
券
取
引
審
議
会
不
公
正
取
引
特
別
部
会
は
、
平
成
四
年

　
一
月
二
〇
日
付
け
の
中
間
報
告
書
に
お
い
て
、
旧
一
二
五
条
に

　
つ
い
て
「
違
法
と
さ
れ
る
取
引
と
適
法
な
取
引
と
を
区
別
す
る

　
基
準
と
し
て
、
『
誘
引
目
的
』
の
存
在
を
強
調
し
過
ぎ
る
の
は
適

　
当
で
な
く
、
そ
の
基
準
は
、
第
一
義
的
に
は
、
当
該
取
引
が
『
相

　
場
を
変
動
さ
せ
る
べ
き
取
引
』
に
該
当
す
る
か
否
か
に
よ
る
べ

　
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
す
る
。
証
券
取
引
審
議
会
不
公

　
正
取
引
特
別
部
会
「
相
場
操
縦
的
行
為
禁
止
規
定
等
の
あ
り
方

　
の
検
討
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
書
）
」
商
事
法
務
一
二
七
五
号
三

　
六
頁
（
一
九
九
二
年
）
。
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

（
3
）
　
旧
五
八
条
に
つ
い
て
、
龍
田
　
節
「
証
券
取
引
法
五
八
条

　
一
号
に
い
う
『
不
正
の
手
段
』
の
意
議
」
『
新
証
券
・
商
品
取
引

　
判
例
百
選
（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
〇
号
）
』
一
四
五
頁
（
一
九

　
八
八
年
）
を
参
照
。

（
4
）
　
旧
五
八
条
三
号
に
つ
い
て
は
、
そ
の
由
来
は
明
確
で
な
い

　
も
の
σ
、
ア
メ
リ
カ
の
証
券
取
引
所
法
一
五
条
C
項
二
号
を
継
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191）　取引所取引における相場操縦に関する若干の考察

　
受
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
証
券
取
引
法
研

　
究
会
「
第
三
章
　
証
券
業
者
〔
二
二
〕
」
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
一

　
六
巻
三
号
二
一
三
頁
及
ぴ
二
二
九
頁
（
福
光
発
言
）
（
昭
和
三
八

年
）
。

（
5
）
　
証
券
取
引
法
研
究
会
・
前
掲
（
4
）
一
一
五
頁
（
福
光
発

言
）
及
ぴ
龍
田
　
節
・
前
掲
（
3
）
一
四
五
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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